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資　　　料

受付日：2022 年 11 月 22 日　　受理日：2023 年 2 月 18 日
1）共立女子大学看護学部　2）松蔭大学看護学部　3）共立女子大学家政学部

要　旨
目的： 女子大学生の月経状況やセルフケア行動に関する実態を調査し、看護介入のための基礎資料と

する。
方法： A 女子大学において、在籍する全員を対象としてウェブ調査を実施した。大学のウェブシステム

を利用して、5,339 人に調査依頼をした。本研究実施に際し、研究者の所属施設で研究倫理審査を
受けた。

結果： 1,499 名から回答が得られた（有効回答率 28.1％）。月経に関しては、周期異常のあるもの 381 名
（25.4％）、日常生活に支障があるもの 411 名（28.4％）であった。月経時の身体症状では下腹部痛
が最も多く 1,070 名（71.3％）であった。月経時の対処方法は横になる・休むが最も多く 798 名

（53.2％）であった。
考察： 月経異常を有するもの、月経症状が日常生活に支障のあるもの、いずれも 4 分の 1 程度存在して

いることから、月経状況を整えるためのセルフケアができる知識やケアの方法について教育的介
入を行う必要性が示唆された。

Ⅰ　はじめに

　女性の社会進出が目覚ましい現状において、少
子化、晩婚化、晩産化が進み、現代女性の月経周
期数は一昔前と比較すると 10 倍に増加したとい
われる1）。そして女性の月経に関する体調不良に
よる経済損失は年間 6,828 億円にも及ぶ2）ことか
ら、女性特有の健康問題対策に対しては、医療、
看護の分野のみならず、経済界からも注目度が高
い。今や月経随伴症状は、女性の Quality of Life

および Quality of Working をも低下させる一因
となっている。
　また、青年期女性の月経に対するセルフケア能
力は不足しているという研究が散見され3）4）、女
性は、からだの健康に関連して心の病も好発する
ことが多い5）ことから、この時期の女性の健康支
援として、月経に対する関わりは意義深い。また
月経はすべての女性が体験する生理現象である
が、月経随伴症状は個人差が大きく、様々な要因
により影響を受け6）、月経時の対処行動やセルフ
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ケアによりコントロールが可能となる7）。した
がって女性が月経に関するセルフケア能力を高め
ることは、女性の総合的健康管理に寄与すると考
えられる。
　さらに青年期女性である女子大学生にとって大
学生活は今後のライフコースを考える上での重要
な期間でもあり、社会に出る前の大学生であるこ
の時期に、月経に関するセルフケア能力を身につ
けておくことは、生涯のリプロダクティブ・ヘル
ス（性と生殖に関する健康）の保持増進に貢献す
るものと考えられる。
　そこで本研究は、女子大学生の月経状況とセル
フケアの現状を明らかにし、セルフケア能力を高
める看護介入への基礎資料とすることを目的とし
て調査を行ったのでここに報告する。

Ⅱ　研究方法

1　対象および調査方法
　A 女子大学および A 短期大学に在籍する大学
生および短期大学生全学生 5,339 人を対象とし、
大学・短期大学のウェブシステムを利用して調査
を実施した。学生全員に調査依頼文を配信し、自
由意思により回答を得た。

2　調査項目
　調査内容は、年齢、同居家族の有無、月経に関
する基礎データ（周期、期間、経血量、不正出血
の有無、日常生活への支障の有無、月経中の身体
症状および精神症状）、ピルの認知と内服状況、
月経時のセルフケア行動などについてであった。

3　調査期間
　2020 年 9 月 23 日～2020 年 11 月 8 日に実施し
た。

4　倫理的配慮
　調査への回答は自由意思によるものとし、冒頭
にこの調査に承諾するか否かのチェックを求め、
送信された調査の提出をもって同意が得られたと
判断した。なお本研究の実施に際し、研究者の所
属施設で研究倫理審査を受けた（承認番号 KWU-
IRBA#19041）。

Ⅲ　結　果

　1,499 名 か ら 回 答 が 得 ら れ た（ 有 効 回 答 率
28.1％）。対象者の平均年齢は 19.6±1.7 歳であっ
た。また「同居家族あり」は 1,281 名（88.4%）、

「同居家族なし」は 168 名（11.6%）であった。
　月経に関しては、表 1 のとおりであった。月経
周期が 25～28 日で正常な者は 1,068 名（73.7％）
であり、24 日以内、39 日以上、不定期を合わせ
た周期異常のある者は 381 名（25.3％）であった。
月経期間が 4～7 日で正常な者は 1,312 名（90.5％）
であり、異常のある者は 137 名（9.5％）であっ
た。経血量が多い者は 313 名（21.6％）、不正出
血があるもの 145 名（10.0％）、月経時の症状に
より日常生活に支障がある者は 411 名（28.4％）
であった。月経周期の異常がある者（25.3%）や
日常生活に支障があると答えた者（28.4%）は
25％以上、つまり 4 人に 1 人ほどいるということ
がわかった。
　次にピルについてたずねた結果を表 2 に示し
た。知っている者は 1,131 名（78.1％）であり、
内服している者は 115 名（7.9％）、内服してみた
い、 あ る い は 内 服 を 継 続 し た い 者 は 483 名

（33.3％）であった。
　月経時の身体症状では下腹部痛が最も多く
1,070 名（71.3％）、眠気が強い 695 名（46.3％）、
腰痛 692 名（46.1％）、肌荒れ 654 名（43.6％）、
食欲に変化がある 637 名（42.5％）、症状なし 101
名（6.7％）であった（図 1）。月経時の精神症状
ではイライラする 757 名（50.5％）、憂鬱になる
631 名（42.1％）などであった（図 2）。月経随伴
症状に対するセルフケア行動は横になる・休むが
最 も 多 く 798 名（53.2 ％）、 何 も し な い 399 名

（26.6％）であり、その他には薬剤の内服が含ま
れていた（図 3）。
　また上述の月経随伴症状とセルフケア行動につ
いて 1 人につき「ある」と答えたものの数を計上
したところ、月経時の身体症状は 1 人平均 4.1 の
症状を有し、精神症状では 2.3 の症状を有し、対
処方法は 2.1 を有していた。これらの数について
同居家族あり、なしによって t 検定を行ったとこ
ろ、同居家族なし、すなわち一人暮らしの者のほ
うが同居家族ありの者より、有意に多くの身体症
状と精神症状を有していた（p<.05）。対処方法に
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ついては同居家族あり、なしによる有意差は認め
られなかった（表 3）。

Ⅳ　考　察

1　月経に関する現状
　今回調査を実施した女子大学生のうち、月経周
期の異常がある者は 25.3%、日常生活に支障があ
ると答えた者は 28.4% であり、いずれも 25％以
上で、実に 4 人に 1 人ほどいることがわかった。
月経に関する調査結果は年代、対象により大きく
異なる。日本産婦人科医会8）によれば、思春期・

若年女性における月経困難症の割合は 34～94％， 
月経困難症による学校の欠席は 7.7～57.8％との
ことだが、これよりも少ない報告9）もある。しか
し、緒言に述べたように、月経に伴う女性の健康
問題への対応は、保健・医療の分野のみならず、
経済損失への影響も与える社会的課題であること
を改めて実感し、それを身近に感ずる結果が得ら
れた。また、女子大学生の月経に関するケアニー
ズには、異常との鑑別がある10）ことから、この
結果を当事者である女子大学生らに還元すること
自体が、彼女らの健康の保持増進への一歩となる

表１　月経の状況
n=1,449

24日以内

25～38日

39日以上

不定期

3日以内

4～7日

8日以上

多い

普通

少ない

凝血（血の塊）がある はい

いいえ

はい

いいえ

あり

なし

不正出血がある

月経症状による日常生活への支障

人数（％）項目

月経周期

月経期間

経血量

表 2　低用量ピルに関する状況
n=1,449

はい

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

人数（％）

内服してみたい／継続したい

知っているか

項目

内服している

項目 人鬱 (%)

137 (9.5) 

月経屈裳l
1068 (73.7) 

36 (2.5) 

208 (14.4) 

61 (4.2) 

月経斯閏 1312 (90.5) 

76 (5.2) 

313 (21.6) 

軽血塁 1048 (72.3) 
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凝血（血の燒）がある 949 (65.5) 

500 (34.5) 

145 (10.0) 
不正出血が亮る

(90.0) 1304 

411 (28.4) 
月網症状による日常生活への支臆

1038 (71.6) 

項目 人墨 （％）

1131 (78.1) 
鑓っているな

318 (21.9) 

115 (7.9) 
内胆 している

1334 (92.1) 

483 (33.3) 
内隠 して約たい／義続したい

966 (66.7) 
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ものと考える。
　月経時の身体症状では、下腹部痛が最も多く約
7 割の者に認められた。また腰痛も半数近くに認
められた。一般的に月経時の痛みは 30 歳代以降
より、20 歳代前半の者のほうが強く、機能性月
経困難症による場合が多い傾向にある11）。またク
ラミジアなどの性感染症に伴う月経痛は若年者に
多い11）。月経による痛みなのか、性感染症を伴う

痛みなのかを鑑別するための医療的な介入が遅れ
ることの無いように、必要な知識の提供が望まれ
る。いたずらに不安を募らせることの無いよう適
時に医療機関を受診して、まず器質的疾患がない
ことを確認の上、日常生活を整えるような指導や
助言、薬物療法の使用についての情報提供が有効
であると考える。また、初めての婦人科受診にな
る場合について、心身的苦痛を伴う体験とならな
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図 1　月経時の身体症状
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いように、できれば受診前にその心づもりができ
るような医療・看護など専門職からの助言が大学
内でなされるような機会を設けることが望ましい
と考える。
　本調査により、対象集団の低用量ピルの内服者
は 7.9% であった。低用量ピルは月経に関する治
療と共に避妊薬としても用いられるが、避妊とし
ての日本女性の使用率としての報告は 2.9%12）で
あることから、本調査での低用量ピル内服者は、
月経関連の治療として内服をしている者が一定数
いることが推察される。また、現状の日本女性の

使用率から考えると、今後内服してみたい／（ピ
ルの内服を）継続したいと答えた者が 33.3% とい
う回答者の 3 人に 1 人の割合でいたことは、低用
量ピルの知識をある程度もっている者がそう判断
していると考えられる。Matsumotoら13）によれ
ば、低用量ピルに関する知識をもつことは治療目
的での使用につながり、生活の質を向上すること
から、本調査による回答は女性にとって好ましい
傾向である。
　その一方で、本調査の対象者には多くの月経時
の身体症状、精神症状が認められ、1 人につき、
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図 3　月経時のセルフケア行動
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複数の症状の出現があることがわかった。月経随
伴症状が女性の QOL を低下させることは明らか
であるので6）、それらに対処するセルフケア能力
を高める支援をより多くの女性に提供したいと考
える。また、食事をはじめとする生活習慣は月経
に影響する14）が、同居家族なし、一人暮らしの
者のほうが同居家族ありの者よりも、身体・精神
症状の出現数が多いことから、一人暮らしという
生活形態もひとつのリスク要因としてとらえる必
要がある。

2　セルフケアの現状
　本調査の対象者は、1 人平均 2.1 の月経時のセ
ルフケア行動をもっていることがわかった。最も
多いセルフケア行動は「横になる・休む」という
消極的対処であり、「何もしていない」者も次に
多いという結果であり、先行研究の結果と一致す
る 10）。下半身、下腹部を温める、湯船につかる、
リラックスする、身体を温める食材を食べるとい
う積極的対処が 2 番目以降に続いていること、前
述したような低用量ピルの内服者が 7.9% であり、
一定数であることから、ある程度のセルフケア行
動をとることができる者も少なからずいることが
伺える。
　月経に関連した症状軽減にはストレスマネジメ
ントが有効であり、ストレス軽減のためにも生活
習慣を整えるセルフケアが重要であり15）、女子大
学生にはセルフケアに関することを知りたいとの
ニーズもある10）ことから、今後は多くの学生が
積極的にセルフケアできるような教育的介入が望
まれる。さらに、それらのセルフケアの内容が効
果的であるかの実証も踏まえて教育することが必
要である。

3　支援のあり方
　本調査では、月経異常を有する女子大学生が 4
人に 1 人ほどの割合で存在し、支援の必要性が示
唆される結果が得られた。これから社会に出る前
の年代である女子大学生に集合的な教育的介入を
行うことは、大学という場所を使用すれば、比較
的実現しやすい。女子大学生への教育的介入の実
際は散見されるが、単に知識を提供するだけの教
育でなく、セルフモニタリング16）やピアサポー
ト 15）を伴うなど、対象者の実践を伴うものが効果

的である。
　また、本調査の対象者には心身の症状を有する
者が多いという特徴から、当事者が症状を持ちな
がらもそれらとうまく付き合いながら生活する 17）

という支援のあり方を検討する必要がある。さら
に、月経に関するセルフケア行動を考えるとき、
患者の思考や行動パターンを変えていくようなア
プロ一チを行っていくことが重要11）であり、自己
効力感を高めることも効果的10）だといわれている
ことから、プログラムにも工夫を凝らす必要が
ある。

4　本研究の限界
　本調査において月経随伴症状の程度、強さにつ
いては把握できていないことは今後の課題であ
る。また対象者への負担を考慮し、調査項目数を
厳選したために、日常生活全般に関しての情報が
不足している。今後の調査においての課題とし
て、検討したい。

Ⅵ　おわりに

　女子大学生に対する月経に関連した調査を実施
し、月経異常を有する者、月経症状が日常生活に
支障のある者が多く存在することから、セルフケ
アできるような知識やケアの方法について教育的
介入を行う必要性が示唆された。女子大学生たち
が卒業し、社会人として活躍することを視野に入
れ、現代女性のライフスタイルに適合した継続的
に実施可能な介入方法を考えていきたい。
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